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参加報告／「風と流れのプラットフォーム」体験学習会 
 

濵﨑 真洋 
 
１. 出張・研修等の名称 

「風と流れのプラットフォーム」体験学習会 －低速風洞における感圧塗料計測の実際－ 

 

２. 開催場所・開催期間 

開催場所：東北大学 片平キャンパス 流体科学研究所 

開催期間：2017年 9月 20日（水）～ 2017年 9月 21日（木） 

 

３. 出張・研修等への参加目的 

 最新の圧力計測技術である感圧塗料を用いた圧力計測を体験、計測技術を理解し手法を学ぶ。 

 

４. 出張・研修等の概要 

本学習会は、東北大学片平キャンパス流体科学研究所において開催された。参加者は 10 名ほどで、

東北大学、研究機関、民間企業からの参加であった。初日は感圧塗料の原理についての講義と、較正

試験片に感圧塗料を塗装する実習があり、二日目は較正と圧力測定の手法に関する講義と、較正試験

と小型低乱風洞での角柱模型周りの圧力分布の計測の実習が行われた。また、プログラム終了後に施

設見学が行われ、低乱熱伝達風洞、磁力支持天秤装置、衝撃波関連施設、および、火星風洞を見学し

た。 

 感圧塗料での圧力計測はここ 10 年で発達した技術であり、圧力孔での計測に比べ精度では劣るが、

圧力の面分布の計測や非接触での計測が可能であることに加え、配線が不要といった利点がある。圧

力計測には、感圧塗料に含まれる感圧色素の燐光放射が、酸素により阻害される性質を利用しており、

圧力と発光強度の関係式を求めることで計測を行うことができる。圧力計測が可能な温度範囲、圧力

範囲、風速範囲、応答時間があるため、決して万能な計測方法ではないが、東北大学で盛んに研究さ

れている航空宇宙分野などでは非常に有用な計測法である。 

  

５. 所感 

 本学習会に参加して、感圧塗料による圧力計測の原理、具体的な手法、導入方法、費用などを詳しく

知る事ができた。また、実習で使用した小型低乱風洞では、現在業務で使用している大型境界層風洞で

の計測手法と異なり、非定常な圧力の測定や温度分布の計測、粒子画像流速測定による風速の計測を行

っており、それらの計測方法は大変興味深かった。大型境界層風洞では、風速の条件や外光を遮蔽する

ことが難しいため、現在は感圧塗料による圧力測定を行うことができないと考えられるが、その他の計

測手法は実施可能だと考えられるので、まずはそれらの計測技術を使用できるように整備を行いたい。 

  

６. 特記事項 

特になし 
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